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第3章 情報表現規約／第1節 シンタックスルール

第3章　情報表現規約
本規約は、メッセージの表現形式とその作成方法など情報表現について規定する。
第
1節　シンタックスルール
1　CIIシンタックスルールの使用
　「第3章 第2節　標準メッセージ規約」で規定される各情報を送信するには、（財）日本情報処理開発協会（JIPDEC：Japan Information Processing Development Corporation）のCII（Cross-Industry Information Interchange）シンタックスルールが規定する構文規則に従って編集しなければならない。

2　標準ビジネスプロトコルで使用する文字コード
　標準ビジネスプロトコルに従って作成されるデータの文字コードは、JIS-X0201およびJIS-X0208を使用する。これ以外の文字（例えば「㎡」のような外字）は原則として使用不可とする。

3　データ項目タグ番号（Data Element ID Number）
  「データ項目タグ番号（略称：タグ№）」とは、データエレメント識別のためのコードである。CIIシンタックスルールでは、1～61439までの番号が使用可能で、同じ数のデータ項目の定義が可能となっている。同一のタグ番号を２種類以上の項目に付番したり、逆に同一のデータ項目に２種類のタグ番号を付番すると混乱を招くことから、１つのデータ項目に１つのユニークなタグ番号が採番されている。

　建設産業情報化推進センターは、（財）日本情報処理開発協会（JIPDEC）より、CIIシンタックスルールを使用するために必要なタグ番号枠の割り当てを受けている。
　なお、表3.1.3-1の表ではタグ番号の頭桁に0を付けて表現しているが、それ以外の各データ項目のタグ番号については、その0を省略して表現している。


表3.1.3-1　CIIデータタグ番号枠の割り当て（1／4）
	タグ番号
	割当
	備考

	00000
	リザーブ（使用禁止）
	

	00001～00999
	（社）電子情報技術産業協会
	

	01000
	リザーブ（使用禁止）
	

	01001～01999
	（財）建設業振興基金
	

	02000
	リザーブ（使用禁止）
	

	02001～02999
	（財）日本情報処理開発協会
	（平成20年11月まで（財）住宅産業情報サービスが管理）

	03000
	リザーブ（使用禁止）
	

	03001～03999
	石油化学工業協会
	

	04000
	リザーブ（使用禁止）
	

	04001～04999
	予備（建設・住宅）
	

	05000
	リザーブ（使用禁止）
	

	05001～05999
	電気四団体共通
	

	06000
	リザーブ（使用禁止）
	

	06001～06999
	予備（電気四団体）
	

	07000
	リザーブ（使用禁止）
	

	07001～07999
	（社）日本鉄鋼連盟
	

	08000
	リザーブ（使用禁止）
	

	08001～08999
	（社）日本鉄鋼連盟
	

	09000
	リザーブ（使用禁止）
	

	09001～09999
	（社）日本鉄鋼連盟
	

	10000
	リザーブ（使用禁止）
	

	10001～10999
	食品業界企業間情報システム研究会
	

	11000
	リザーブ（使用禁止）
	

	11001～11999
	（社）日本アルミニウム協会
	

	12000
	リザーブ（使用禁止）
	

	12001～12999
	石油連盟
	

	13000
	リザーブ（使用禁止）
	

	13001～13999
	（社）日本鉄鋼連盟
	

	14000
	リザーブ（使用禁止）
	

	14001～14999
	予備
	

	15000
	リザーブ（使用禁止）
	

	
	
	


表3.1.3-1　CIIデータタグ番号枠の割り当て（2／4）
	タグ番号
	割当
	備考

	15001～15999
	（社）日本ガス協会
	

	16000
	リザーブ（使用禁止）
	

	16001～16999
	
	

	17000
	リザーブ（使用禁止）
	

	17001～17999
	
	

	18000
	リザーブ（使用禁止）
	

	18001～18999
	（社）電子情報技術産業協会
	

	19000
	リザーブ（使用禁止）
	

	19001～19999
	
	

	20000
	リザーブ（使用禁止）
	

	20001～20999
	（社）電子情報技術産業協会
	

	21000
	リザーブ（使用禁止）
	

	21001～21999
	繊維産業流通構造改革推進協議会
	

	22000
	リザーブ（使用禁止）
	

	22001～22999
	繊維産業流通構造改革推進協議会
	

	23000
	リザーブ（使用禁止）
	

	23001～23999
	繊維産業流通構造改革推進協議会
	

	24000
	リザーブ（使用禁止）
	

	24001～24999
	
	

	25000
	リザーブ（使用禁止）
	

	25001～25999
	（社）日本DIY協会
	

	26000
	リザーブ（使用禁止）
	

	26001～26999
	
	

	27000
	リザーブ（使用禁止）
	

	27001～27999
	小型コンピュータ業界EDI取引委員会
	

	28000
	リザーブ（使用禁止）
	

	28001～28999
	小型コンピュータ業界EDI取引委員会
	

	29000
	リザーブ（使用禁止）
	

	29001～29999
	
	

	30000
	リザーブ（使用禁止）
	

	30001～30999
	物流EDI推進委員会
	JTRNに割り当て

	31000
	リザーブ（使用禁止）
	

	
	
	


表3.1.3-1　CIIデータタグ番号枠の割り当て（3／4）
	タグ番号
	割当
	備考

	31001～31999
	物流EDI推進委員会
	TRPTに割り当て

	32000
	リザーブ（使用禁止）
	

	32001～32999
	物流EDI推進委員会
	JTRNに割り当て

	33000
	リザーブ（使用禁止）
	

	33001～33999
	物流EDI推進委員会
	JTRNに割り当て

	34000
	リザーブ（使用禁止）
	

	34001～34999
	
	

	35000
	リザーブ（使用禁止）
	

	35001～35999
	
	

	36000
	リザーブ（使用禁止）
	

	36001～36999
	
	

	37000
	リザーブ（使用禁止）
	

	37001～37999
	
	

	38000
	リザーブ（使用禁止）
	

	38001～38999
	
	

	39000
	リザーブ（使用禁止）
	

	39001～39999
	
	

	40000
	リザーブ（使用禁止）
	

	40001～40999
	（社）日本新聞協会
	

	41000
	リザーブ（使用禁止）
	

	41001～41999
	（社）日本広告業協会
	

	42000
	リザーブ（使用禁止）
	

	42001～42999
	
	

	43000
	リザーブ（使用禁止）
	

	43001～43999
	
	

	44000
	リザーブ（使用禁止）
	

	44001～44999
	
	

	45000
	リザーブ（使用禁止）
	

	45001～45999
	通信資材EDI推進部会
	

	46000
	リザーブ（使用禁止）
	

	46001～46999
	
	

	47000
	リザーブ（使用禁止）
	

	
	
	


表3.1.3-1　CIIデータタグ番号枠の割り当て（4／4）
	タグ番号
	割当
	備考

	47001～47999
	（社）電信電話工事協会
	

	48000
	リザーブ（使用禁止）
	

	48001～48999
	
	

	49000
	リザーブ（使用禁止）
	

	49001～49999
	
	

	50000
	リザーブ（使用禁止）
	

	50001～50999
	（社）日本自動車工業会
	

	51000
	リザーブ（使用禁止）
	

	51001～51999
	（社）日本自動車工業会
	

	52000
	リザーブ（使用禁止）
	

	52001～52999
	（社）日本自動車工業会
	

	53000
	リザーブ（使用禁止）
	

	53001～53999
	（社）日本自動車工業会
	

	54000
	リザーブ（使用禁止）
	

	54001～54999
	（社）日本自動車工業会
	

	55000
	リザーブ（使用禁止）
	

	55000～55999
	（社）日本自動車工業会
	

	56000
	リザーブ（使用禁止）
	

	56001～56999
	（社）日本自動車工業会
	

	57000
	リザーブ（使用禁止）
	

	57001～57999
	（社）日本自動車工業会
	

	58000
	リザーブ（使用禁止）
	

	58001～58999
	
	

	59000
	リザーブ（使用禁止）
	

	59001～59999
	（社）日本航空宇宙工業会
	

	60000
	リザーブ（使用禁止）
	

	60001～60999
	
	

	61000
	リザーブ（使用禁止）
	

	61001～61183
	全業界共通項目
	

	61184～61199
	設計画像EDI用共通項目
	

	61200～61439
	全業界共通項目
	

	61440～65535
	CIIシンタックスルールの使用領域
	

	65536～
	バージョン3.00以降
	


4　BPID（Business Protocol ID）
BPIDは、CIIシンタックスルールを利用する各産業別の標準メッセージを管理する機関が、識別のためにメッセージグループ・ヘッダー（巻末の「CIIシンタックスルール1.11および1.51（抜粋）」参照）にセットするコードである。BPIDは「機関」「サブ機関」「版」の３つから構成される。


表3.1.4-1　BPIDの構成

	BPID

	機関
	サブ機関
	版

	文字4byte
	文字2byte
	文字2byte





	

	
	
	

	
	
	


4.1　機関
　「機関」は、標準メッセージを管理する各産業別のEDI推進機関の識別コードである。CI-NET標準メッセージ使用の際は、建設産業情報化推進センターが登録した「CINT」をセットする。現在までに、表3.1.4-3に示す業界について登録がなされている。

表3.1.4-2　各機関におけるBPID
	標準メッセージ開発機関
	識別子

	（社）電子情報技術産業協会　ECセンター
	EIAJ

	石油化学工業協会
	JPCA

	（財）建設業振興基金　建設産業情報化推進センター（CI-NET）
	CINT

	（財）住宅産業情報サービス
	HIIS

	（社）日本鉄鋼連盟
	JISI

	（社）日本電機工業会
	JEMA

	電気事業連合会
	FEPC

	（社）日本電線工業会
	JCMA

	食品業界企業間情報システム研究会（自動販売機）
	VMDI

	（社）日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会
	JDIY

	物流EDI推進機構
	TRPT

	（社）日本ガス協会
	JGAS

	繊維産業流通構造改革推進協議会
	TIRA

	（社）日本新聞協会　広告委員会
	NEWS

	国内物流標準
（社）日本ロジスティクスシステム協会／（社）日本物流団体連合会　物流EDIセンター
	JTRN

	（社）日本自動車工業会
	JAMA

	通信資材EDI推進部会
	CPSD

	（社）日本広告業協会
	WAVE

	小型コンピュータ業界EDI取引委員会
	HWSW

	（社）日本アルミニウム連盟
	JALF

	石油連盟
	PAJE

	（社）日本航空宇宙工業会
	SJAC

	（社）電信電話工事協会
	TFCA


（注）「HIIS」はBPIDとしては有効だが、メッセージ開発機関としては現在存在していない。

4.2　
サブ機関
「サブ機関」は、標準メッセージを管理する機関が定める分類管理コードである。

標準ビジネスプロトコル使用の際は、当面「01」をセットする。

4.3　版
「版」は、標準メッセージを管理する機関が定める標準メッセージの版を示すコードである。Ver.1.5では「15」をセットする。

5
　CIIトランスレータの使用
CI-NETでは、CIIシンタックスルールの採用により、CIIトランスレータを使用する。CIIトランスレータとは、ユーザのファイルとCIIシンタックスルールに基づいて記述されたCII標準ファイル（伝送するデータ）間の変換を実現するソフトウェアである。


（伝送するデータ）
図3.1.5-1　CIIトランレータの使用
  CIIトランスレータは、現在、複数のメーカーおよびソフトウェアベンダにより開発・販売されている。詳しくは、建設産業情報化推進センターに問い合わせされたい。






























	













	

























	



























	

	

	


	

	

	

	
	

	

	
	

	

	
	

	

	
	
	

	
	
	

	
	

	

	
	

	

	
	
	



	
	
	

	

	

	

	
	

	


	
	
	

	
	

	

	
	

	

	
	
	

	
	
	

	
	

	

	
	
	

	
	
	

	

	

	


	
	

	










	
	
	

	
	

	

	
	

	

	
	

	

	

	

	

	
	

	

	

	

	

	
	

	

	
	

	

	
	
	

	



	

	


	
	

	


	
	

	







	
	
	

	

	

	

	
	

	

	
	

	

	
	
	

	



	

	


	
	

	


	
	

	










	

	

	


	

	
	


	
	
	

	
	
	


























	



	


	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	



	


	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	








	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	















	

	


	
	

	

	
	

	
	

	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

	
	

	

	
	

	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	









































	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	











	
	
	
	

	

	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	

	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



	
	
	
	

	

	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	

	
	
	

	
	
	
	

	

	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	



	
	
	


	
	
	
	

	
	

	
	











 ユーザの


 ファイル























  ＣＩＩCII


   標準


 ファイル














       　　　　注　文　書


 　○○商社様


 　　下記の通り注文いたします。





�
�
品名


�
摘要


�
�
�
�
�
 No.


�
�
�
�
金　額


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
生コン


�
FC12


�
100m3


�
�
�
�
 1010


�
�
�
�
￥62,000 →明細データ


�
�
�
�
�
�
�
�
　　  ∥


�
�
�
�
生コン


�
FC15


�
 20m3


�
�
�
�
 1020


�
�
�
�
￥50,000  　取引内訳


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
   ：


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
        　明細


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�















         支　払　通　知　書


 　○○建設様


 　　下記の通りお支払します。





�
�
工　事　名


�
�
�
�
 注文No.


�
�
 支払金額


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
生コン打込


�
�
�
�
 A123-45


�
�
￥312,000　 →明細データ


�
�
�
�
�
�
 　  ∥


�
�
�
�
ドア取付


�
�
�
�
 B456-12


�
�
 ￥50,000 　   取引


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
    ：


�
�
　　　　 　明細


�
�
�
�
�
�
�
�































































帳票データ（技術データが置いてあるURL情報も含む）












































































































































































































































技術データ





技術データの内容を説明する封筒情報





技術データ











技術データ





帳票データ











技術データ





帳票データ











技術データの内容を説明する封筒情報





技術データ





帳票データ

















技術データ











全体情報





明細情報











帳票データ








帳票データ








技術データの内容を説明する封筒情報





帳票データ








技術データの内容を説明する封筒情報





技術データ











技術データ





技術データ





技術データ





差し替え要





全体情報





図3.2.2-3　（明細情報）内訳明細書のイメージ





図3.2.2-3　（全体情報）確定注文書のイメージ





取り扱いについて要検討





取り扱いについて要検討





３．１．５．１　建設産業情報化推進センター登録トランスレータについて　は削除取り扱いについて要検討





明細情報











































































































































































































タグ番号の省略について説明追加








追加





変更





追加








誤字訂正





新規に追加





現状を反映して説明追加
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